
モンスター娘に襲われる ASMR クラーケンのリーネ編 

（Attacked by a Monster Girl ASMR -Kraken Girl Line Version -） 

 

 

 あらすじ： 

 

冒険者が何度も訪れる大樹海。そこには海さえ存在する。 

珍しい魚を釣りにきた冒険者の君は、逆に海に棲むクラーケン・リーネに捕らえられる。

海中で暇を持て余す彼女は、人間を気に入り、交接腕を使って徹底的に犯し始める。 

そして最後には自分の執事になるよう命じるが……冒険者が意地でも帰ろうとする場合

は、決して開けてはならない財宝を渡すのであった。 

 

登場キャラクター： 

 

クラーケンのリーネ： 

樹海の底で暮らすお嬢様。屋敷は立派だが、陸に上がってはならないといわれているため

退屈している。屋敷には財宝がたくさんあり、その財宝で空気を作り出せる。年ごろなので

セックスにも興味津々。お嬢様言葉でごまかしているが、実はなかなか口が悪い。スミを吐

いて自分の分身を作り出せる。従順な相手には優しくするが、自分の意思に沿わない相手に

は冷たくなるヤンデレ気質もある。開けた者を人形にしてしまう魔法の箱を持っている。 

 

少年冒険者： 

樹海の珍しい魚を釣りにきた少年だが、逆に釣り竿にかかったリーネに海に引きずり込

まれてしまう。当初は溺れかかるが、リーネの魔法で呼吸ができるようになった。開けては

ならない小箱を開けるなど好奇心にはかなり弱い。 

 

 

（※制作都合上、一部内容を変更した箇所があります） 

 

 

 

 

 



１．   出会い ～海中のお屋敷～ 

 

リーネ「んん～……？」 

 

リーネ「んん～？ ……あらぁ～？ これであってるの……かしら？」 

 

リーネ「んん～……？ いまいちわっかんねぇですわね～。陸のこと、わたくしなぁんにも

わかりませんし……」 

リーネ「我が家に伝わる宝の一つですから、大丈夫だと思うんですけども……」 

 

リーネ「あらま！」 

 

リーネ「あらあら、そんなにむせて……大丈夫ですの？」 

リーネ「落ち着いて～……ほ～ら、深呼吸ですのよ～」 

 

リーネ「うふふ、ちゃんと呼吸できるようになったからしら？」 

リーネ「ご安心あそばせ。我が家の宝を使いましたから、もう大丈夫ですわ。ほら、ちゃん

と呼吸できてるでしょう？」 

リーネ「命が助かって良かったですわね～♪ わたくしもきったねえ水死体の処理をする

必要がなくなって、一安心ですわぁ～♪」 

 

リーネ「わたくしはリーネ。クラーケンのリーネと申しますの」 

 

リーネ「陸に帰るのは諦めてくださいまし？ あなたはもう、わたくしが陸から引きずり込

みましたので……ここで暮らすしかありませんの」 

リーネ「なぁんにもねぇ、つまんない深海ですが……くすくす、あなたがいたら、ちょっと

は楽しくなるかもしれませんわね」 

リーネ「あら、この触手が怖いですか？ クラーケンを見るのは初めて？」 

リーネ「だぁいじょうぶ、とって食いやしませんわ。せっかく陸から深海に連れてきた人間

ですもの、いろいろと遊んで、楽しまないと……ね♪」 

 

リーネ「そうそう、お父様が後継ぎがどうとか、うるさいからぁ……」 

リーネ「あなたには、そのちんぽが枯れるまで、交尾のお手伝いもしてもらいますからね

……♪」 

リーネ「いっぱい楽しみましょうね、人間さん♪ ふふふっ♪」 

 



２．   触手耳かき ～触腕で味見～ 

 

リーネ「そういえば～……あなたはそもそも、なんでここに来たか覚えてらっしゃいます

の？」 

リーネ「あらま、覚えていない？ そう……」 

リーネ「あなたねぇ、樹海の中にある海で釣りをしてたんですのよ。なんか珍しい魚でも釣

ろうとしたんですの？」 

リーネ「そしたらあなたの釣り針が、わたくしの自慢の触手にみごと引っかかり……わたく

し怒り心頭ですわ～！」 

リーネ「あまりにムカついたんで、えいやぁっ、と釣り針を引っぱったら、あなたが釣り竿

ごとくっついてきたって寸法ですのよ」 

リーネ「わたくしのとこにつくころには、あなた心臓止まってましてよ～？ 我が家にたく

さんある宝物で、蘇生させて……」 

リーネ「魚のエサになる前に、このお屋敷に連れてきてあげましたわ～！ 寛大なわたくし

に感謝なさって～？ おーほっほっほ♪」 

 

リーネ「ここは樹海の海の底……水に棲むモンスターたちが暮らしていますわ～」 

リーネ「わたくしはクラーケン族で……まあ、イカの魔物ですわね。これでも高貴な身分な

んですのよ？ 家族からは陸に上がるなと言われていて、ちょっと……いや、すんげぇ～退

屈なんですけども～」 

 

リーネ「ちょうど退屈しのぎに……わたくしに忠実でぇ、なんでも言うこと聞いてくれてぇ、

一切文句を言わない有能な執事が欲しかったんですの」 

リーネ「あなたがわたくしの執事にふさわしいか……これからたっぷり面談してあげます

わぁ」 

 

リーネ「うふふ……まずは……あなたの味を見てさしあげますわよ……」 

リーネ「好みじゃない味だと、触手でからみついても……吐き気がして仕方ないですもの

……せめて美味しい味の人間じゃないと、触手で抱きつけませんから……」 

リーネ「え？ なんの話かって？ うふふっ……♪」 

 

リーネ「もちろん触手の話ですわあ。クラーケンの触手にはね、味覚を感じる機能がござい

ますのよぉ」 

リーネ「陸の生物に絡みつくのは初めてだから……どんな味がするのか楽しみですわ～。じ

ゃあ、早速……♪」 

 



リーネ「ほおら、わたくしの触手が、あなたの耳にぃ……入っていきますわよぉ～♪」 

 

リーネ「あらっ……ふむふむ……んん～？」 

リーネ「あらあらまぁ～♪ あなたのお耳、意外とうんめぇ～ですわねぇ～♪」 

リーネ「陸の生き物なんてどんなお味かと思いましたけど、なかなかイケるじゃありません

の～♪」 

リーネ「気に入ってしまいましたわぁ～、もっともっと味合わせてくださいませ～♪」 

 

リーネ「は～い、触手が、ぐじゅぐじゅぐじゅ～っ……って、耳の中をいじっておりますわ

よ～？」 

リーネ「あらまぁ～、口をだらしな～く開けて、気持ちよさそう～。そんなにいいですか～？ 

耳の中、触手でいじられるの～♪」 

リーネ「んんん～……♪ あなたの皮膚、とってもデリシャス……んっ、ああんっ……いい

ですわよぉ……美味しい人間さん……♪」 

リーネ「これからわたくしに仕えるんですから……わたくしの触手にも慣れてくださいま

し～。ほ～ら、触手の先端をぉ、耳に差し込んでぇ……ぐじゅぐじゅぐじゅぐじゅう～♪」 

 

リーネ「んん～……ちゅぽっ……っとぉ♪ んふふふ、いかがだったかしら？」 

リーネ「あらあらぁ、目がトロンとしておりますわよ～♪ わたくしの触手でいじられたの、

そんなに嬉しかったんですの～？」 

リーネ「味見はもう十分ですけどぉ……そんなに喜んでくれるなら、もぉっとサービスして

あげちゃおうかしら」 

 

リーネ「それじゃあ、前に、移動して……ほうら、来てあげましたわよ～♪」 

リーネ「さっきと同じように、左耳にもわたくしの触手を挿入して……なさけなくヒイヒイ

って、言わせてやりますわ～」 

リーネ「さ、お覚悟なさって……」 

リーネ「ほうら、吸盤のついた粘液まみれの触手がぁ……あなたのお耳に入っちゃいますわ

よ～♪」 

 

リーネ「ああ～、いいお顔～♪ わたくしの嗜虐心がぞわぞわ刺激されますわ～♪」 

リーネ「イカのモンスターに、触手挿入されてぇ、そんなに気持ちいいんですのぉ？ あら

あらまあ、とんだド変態さんですわねぇ～♪」 

リーネ「それともこの触手、リラックス効果とかあるのかしら？ 聞いたことねーですわね。

ま……どうでもいっか♪」 

 



リーネ「は～い、耳の奥、隅から隅までぇ……ぐちゅぐちゅつ……ぬちゅぬちゅ……ずっぽ

ずっぽ……♪」 

リーネ「耳から脳髄とろけそうなほど、気持ちいいでしょう～♪ で、もぉ……まだまだ本

気じゃありませんことよぉ～♪」 

 

リーネ「おほほほ♪ わたくしの本気耳責めはどうかしらぁ～♪」 

リーネ「耳だけで絶頂してもよくってよぉ～……そんなにだらしなく口を開けて……わた

くしの執事にしてはブサイクですけども～♪」 

リーネ「今だけは許してあげますわぁ。ほうら、わたくしの触手、吸盤の一つ一つまで、お

耳でよく感じてくださいまし～♪」 

 

リーネ「あらぁ～、右耳にも入っちゃいましたわぁ～！ ごめんあそばせ♪」 

リーネ「両方のお耳をじゅっこじゅっこされる気分はいかが～♪ って、聞くまでもねーで

すわね♪ そんなに喜んでもらえてわたくし、嬉しいですわぁ～♪」 

 

リーネ「んふふふ、触手からぁ、クラーケンの粘液もたっぷり分泌してぇ……」 

リーネ「手加減なしの触手ピストンで……人間さんのお耳にぃ……いれたり……だしたり

……んふふふ♪」 

 

リーネ「おほほほ、クラーケンの耳いじり、そんなに気に入ってくれましたの～♪」」 

リーネ「それじゃあ、このまま永遠に、耳いじりしましょうかしら～？ 触手は十本ありま

すから、２本くらいずっと耳に差し込んでいても、どうってことありませんわよ～♪」 

リーネ「ほうら♪ じゅっこじゅっこ♪ じゅっこじゅっこ♪」 

 

リーネ「……んふふ、なーんてね」 

リーネ「さすがにずっとなんてやってらんねーですわ。ちょっと名残惜しいけど、ここで、

おしまい……♪」 

 

リーネ「味見は十分できましたし……今度はもっと、あなたのことをリーネに教えてほしい

ですわ……」 

リーネ「交尾はそのあと……んふふ、まだまだ人間で試したいことがたくさんありますのよ

……耳だけで遊ぶなんて、もったいない……♪」 

リーネ「すぐギブアップとか、許しませんわよ？ ちゃんと頑張ってくださいまし、執事見

習いさん……？」 

 

 



３．   触手コキ ～吸盤交接腕～ 

 

リーネ「それでは早速、わたくしの高貴な触手を使って、人間のお精子を搾り取ってさしあ

げますわぁ」 

リーネ「いかがかしらぁ、わたくしの立派なしょ、く、しゅ♪ どこにでも張りつけるし、

味もわかるし……セックスだってできちゃうんですのよぉ」 

リーネ「交接腕といいまして、精子を触手の中で保存して、好きな時に授精できるってわけ

ですわ、まあ便利♪」 

リーネ「お世継ぎたくさん欲しいですから、あなたは触手セックスに早く慣れて、たくさん

射精できるようになってくださいまし？」 

 

リーネ「ほうら、すごいでしょう……こうやって触手であなたの腕をつかんで……自由にで

きちゃいますのよ～」 

リーネ「あなた、私には力で絶対にかないませんから……うふふ、抵抗しても無意味ですわ

～♪」 

 

リーネ「あぁッ⁉ やっべーですわ……ついつい力を入れすぎて……！」 

リーネ「しょ、少々お待ちくださいましっ！ え、ええと……骨は折れてませんわね？ 関

節が外れただけ？ じゃあ、ええと、ここをこうして……」 

 

リーネ「オラァッですわっ！ ……ふうう、これで戻ったかしら？ 大丈夫？ ちゃんと足

は動きまして？」 

リーネ「ふう、マジ焦りましたわ……もう！ 人間ってば脆弱なんですから！ これからは

わたくしに仕えるものとしてしっかり鍛えてくださいまし！」 

リーネ「さてっ、と……関節も戻せましたし、触手セックスを始めますわよ～」 

 

リーネ「はぁ～い、服は脱ぎ脱ぎししましょうね～♪ ここは水中ですから、こんな邪魔く

せーもの、いりませんわよぉ～？」 

リーネ「あらぁ、かわいらしいおちんぽ♪ ふふふ、そうですわよね～、まだ子どもですも

のね～」 

リーネ「大丈夫、今からわたくしが、触手で立派なセックス執事にしてあげますわよ～♪」 

 

リーネ「ほうら、わたくしの繊細な触手の先っぽが……あなたのかわいいちんぽに巻き付い

ていますわよぉ～」 

リーネ「細っこい先端がぁ、ちんぽの根本からぐるっと回って……少しずつ少しずつ……上

のほうに～……」 



リーネ「ほうら、ぐるぐる、ぐるぐる～ですわぁ～♪ あらまぁ、もうカリのところも……

ぐるぅ～～～～と巻いてぇ……」 

リーネ「おほほっ、ちんぽがすっかり触手に巻き付かれてしまいましたぁ～♪ いかがかし

らぁ、一番敏感なところを包まれる感触は……」 

リーネ「男性の急所を聞いておりますから、もちろん、大切に扱いますわよぉ～、クラーケ

ンの粘液もたっぷり出て、気持ちいいんじゃありませんこと？」 

 

リーネ「あらあら～♪ そんなに喘いでしまって～……うふふ、まだ本気を出していません

のに、そんなことで持つのかしら」 

リーネ「もぉ～っとすごいことをしてあげますわぁ～。ほうら……」 

 

リーネ「うふふ……きゅ～っ……ぽん♪ きゅ～っってしてからぁ……ぽん♪」 

リーネ「わたくしの触手が吸い付く感触はいかがかしら？ ……って、あらあら、答えを聞

くまでもないようですわね」 

リーネ「気持ちいいって顔をなさってますわぁ～♪ ちんぽを無数の吸盤で吸い付かれる

の、極上でしょう～？」 

リーネ「本気で吸い付くと、皮膚がはがれてしまいますからね～……優しく……優しく……

っと」 

 

リーネ「たくさんの吸盤で……おちんぽにちゅうちゅうキスしてあげますわよぉ～……ほ

うら、ちゅっちゅっ……ちゅっちゅっ……」 

リーネ「んふふ♪ 吸盤キスで、おちんぽがバッキバキに固くなってますわね♪ そんなに

射精したいのかしら？」 

リーネ「わたくしの交接腕で、受け止めてあげるから……どろどろの精液、たっぷり放出し

てくださいまし～♪」 

 

リーネ「では、吸盤をきゅぽん♪ って外してから～……」 

リーネ「粘液まみれの触手で、根元からカリまで……ぐじゅぐじゅしごいて差し上げますわ

ね～♪ ぐじゅぐじゅ～♪」 

 

リーネ「どうかしら、クラーケンの触手コキは～」 

リーネ「人間の指よりも、よっぽど器用に動かせますわよ～。ちんぽの頭から先まで、完璧

に巻き付いておりますから……お好きなところを締め付けてあげますわよ～」 

リーネ「根元をぎゅううう～……ってするのでもぉ……触手の先っぽで、ちんぽの穴をくち

ゅくちゅするのでも……うふふふ、どれがいいのかしらぁ～」 

 



リーネ「あら、全部がいいんですのぉ？ とんでもねー欲張りさんですわねえ。でも構いま

せんことよぉ～♪」 

リーネ「ほら、ちんぽの根っこを締め付けてからぁ……尿道のところを、触手の先っぽでく

ちゅくちゅいじってぇ～♪」 

リーネ「あらまあ、腰がヘコヘコしてますわよ～♪ うふふふ、性器に挿入したわけでもな

いのに、もうセックスの気分になっちゃってるのかしらぁ～」 

リーネ「まあ、交接腕も性器といえるのかしら？ だったらこれも間違いなくセックスです

わね～♪ わたくしの性器でたっぷり気持ちよくなってくださいまし～♪」 

 

リーネ「あらあら、無様に息が荒くなってまいりましたわね～。もう射精我慢できないのか

しら～」 

リーネ「いけませんわよぉ、わたくしの執事なのですから、どんな時でも品格がないと……

えっ？ もう無理？ 我慢できない？」 

リーネ「仕方ないですわね～。最初だから出血サービスですわぁ～♪ ほうら、触手をひと

きわ、ぎゅううううって締め付けてぇ……」 

リーネ「ついでにさきっぽも触手でぐちゅぐちゅぐちゅ～っとしてあげればぁ……」 

 

リーネ「あっはぁ♪ でましたわぁ♪ どろどっろのお精子がこんなにたくさぁん♪」 

リーネ「おほほほ、尿道に触手を差し込んでるのに、隙間からびゅるびゅるあふれておりま

すわっ♪ どんだけため込んでたんですの～？ くっせぇですわね～♪」 

リーネ「ご安心なさってぇ♪ 無駄撃ちにならないよう……飛び出した精液は、ちゃんと触

手で飲み込んでさしあげますからぁ……♪」 

 

リーネ「ほうら、触手の先端でぇ……精液をごくっ……ごくっ……と♪」 

リーネ「あはぁぁん、濃いっ。ぷりっぷりの生まれたて精液が……わたくしの触手の中に入

ってきますわぁ♪」 

リーネ「んんっ……んぐっ……んむっ……うへえ、にっがぁぁ～♪ でもこれで……んふふ

ふ、精液回収、完了……っと」 

 

リーネ「おほほ、びっくりしまして？」 

リーネ「交接腕と言いましたでしょう？ 精液を触手の中に保存して、いつでも好きな時に

取り出せるようになっておりますのよ」 

リーネ「粘液が固まってカプセルのようになりますわ～♪ これを体内に保存して、いつで

も、あなたの精子で受精できるって寸法ですわよ、すんげーでしょう？」 

 

リーネ「くすくす……まあ、でも、あなた、まだまだ精液だせそうですわね♪」 



リーネ「射精したばかりなのに、まだちんぽががっちがちですもの♪ それなら……」 

リーネ「今度は交接腕ではなくて、わたくしのなかに直接、精液注いでもらおうかしら

……？」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．   性交 ～触手でも性器でも～ 

 

リーネ「それではぁ……んっ、次は直接、わたくしにおちんぽ挿入してもらおうかしら」 

リーネ「んふふ、クラーケンは触手だけじゃなく……ちゃーんと人間みたいにおまんこもあ

りますのよ？」 

リーネ「ほら、こ～こ♪」 

 

リーネ「触手の中心にぃ……くぱぁ～って、大きな穴がありますでしょう？」 

リーネ「普通のイカだったらここが口ですけれど……クラーケンはここが性器ですわよ～、

異種族とのセックスではこっちを使うんですの」 

リーネ「あなただって、ちゃんと女の子の穴にいれたいでしょう？ いいですわよ、今日は

特別に、わたくしとのセックス♪ 許可してあげますわぁ～♪」 

 

リーネ「は～い、こっちにいらっしゃいまし～」 

リーネ「触手でわたくしのほうに引き寄せてあげますわぁ～♪ そのまま……んっ、そうそ

う、ちんぽをぉ、わたくしのおまんこに当てがって～……」 

 

リーネ「はぁぁんっ♪ きましたわぁ……陸から引きずり込んだ人間のぉ……おっきなお

ちんぽぉ……」 

リーネ「んんっ、ああんぅ……はあっ……粘液でぬるぬるだからぁ、ずりゅうって奥まで入

っちゃいましたわね♪」 

 

リーネ「ほらっ、んんっ、最初はゆっくりでいいですわよ～♪ あんっ……んっ……少しず

つ、前後に……んっ、動かしてぇ……」 

リーネ「クラーケンのおまんこに……おちんぽずぼっ、ずぼってぇ……んっ、はぁんっ……

これ、結構、イイかも……♪」 

 

リーネ「自分の触手で結構いじったりしてましたけどぉ……んぅっ、本物のおちんぽをいれ

るのは初めてですからぁ……はあんっ……」 

リーネ「あなたもどうかしら？ おまんこ気持ちいい？ ふふっ、クラーケンの処女お嬢様

と交尾なんて、とんでもなくレア体験ですから、喜んでくださいましね？」 

リーネ「んんっ……んあんっ……ぃんっ……あふっ……そうそう、いいですわぁ、奥までず

んっ、ずんっ……って♪」 

 

リーネ「わたくしのおまんこ……きゅうきゅうするでしょう？ 水中で交尾しても、絶対に

精子逃さないように……隙間なく締め付けるんですのよぉ」 



リーネ「あはぁぁん♪ あなた、いい顔なさってますわぁ。男の人って交尾の時、そんな顔

なさるのね……あんっ……はぁっ……ふふふ♪ 勉強になりますわぁ」 

 

リーネ「ほうら、わたくしのぉ……んふっ……吸引おまんこでぇ……いっぱい気持ちよくな

って……構いませんのよぉ……ぅんっ……」 

リーネ「そうそう……んんっ……いちにっ、さんしっ……ゆっくりでいいからぁ……あんっ、

奥まで、ピストンっ……あはんっ……やあんっ……！」 

リーネ「いいっ、いいですわっ……あんっ♪ 自分の触手とは違う、かたぁいおちんぽぉ

……んんっ……もっともっと突いてぇっ♪」 

リーネ「ああんっ……！ んんっ……おっ……んはっ……はぁっっ……んんっ、ん！ あん

っ……！」 

 

リーネ「ああんっ……ふふっ♪ やだあ、盛り上がってついつい……触手で抱きついちゃい

ましたわぁ」 

リーネ「ほうら、触手でサポートしてあげるからぁ……もっと激しく……んっ、あなたのお

ちんぽでぇ、リーネの奥まで突いてぇっ♪」 

 

リーネ「ぅああはぁぁんっ！ ずこずこきたぁぁっ！ んん！ あんっ！ はあんっ！ 

ん……あううっ！」 

リーネ「人間を触手でつかんでぇ……がしがし交尾するのすごいですわぁっ！ あんっ、人

間オモチャにしちゃってるぅ♪ んふふっ……♪」 

リーネ「おんっ！ ほぉんっ！ んんおおおっ……♪ おっ、やっべーですわぁ♪ お嬢様

が出しちゃいけない声上げてるぅっ♪ んんんおほおっ……」 

リーネ「……あはぁ♪ わかりますわよ、出したいのねえ？ お嬢様おまんこに精液出した

いんでしょう！ おちんぽがびくびくしておりますわよ♪」 

 

リーネ「んんおうっ！ いいことぉ？ わ、わたくしと一緒にイクんですのよぉ！ わたく

しの最高に気持ちいいタイミングで、精液出してぇっ♪」 

リーネ「はぁぁんっ、わたくしもね、もうすぐイクからぁっ。すぐイクからぁ……ほら、ほ

らっ、吸盤に負けないくらい、おまんこ締め付けてあげるからぁぁっ」 

リーネ「んほおおっイクっ、人間ちんぽでイクっ、わたくしを昂らせなさい！ さあ、さあ

っ！ んひぃぃっ！ そこぉっ、んおっ！ おほおおっ！」 

 

リーネ「んおおおクる！ 気持ちいのクる！ おまんこびくびくするぅっ……んおおイク

っ！ イキますわっ！ イクイクイクイクイグうぅぅ――——っ！」 

 



リーネ「くひいいいんっ！ おまんこに熱い精液っ！ どばどばきたぁぁっ！」 

リーネ「おっほぅ♪ んおおおぅぅ！ ひぐううっ！ 熱いぃっ、あっ……すごっ……おま

んこ精液で……いっぱい……」 

リーネ「はあっ……んあああっ……あー……やっべ……すっご……人間交尾って……こん

なに……すっげーんですわね……♪」 

 

リーネ「はああんっ……うふぅっ……よかったですわぁ……」 

リーネ「これならぁ……あっ……んっ……わたくしの執事も、十分務められますわね……う

ふふふふ♪」 

リーネ「ダメちんぽだったら魚のエサにしてしまおうと思いましたけど……とんでもねー

ですわ。絶対逃しませんことよ」 

リーネ「これからよろしくお願いしますわね……新しい執事さん……うふふふふ♪」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５．   休憩 ～触腕マッサージ～ 

 

リーネ「んんっ、ふう～……交尾って結構疲れますのね～。一日中泳いだような気分ですわ

あ～」 

リーネ「あなたはどう？ 疲れてらっしゃらない？」 

リーネ「……ふふ、そうですわよね。初めての交尾、くたくたですわよねえ。もう立てない

って顔してますわぁ～」 

リーネ「せっかくだし……わたくしが、自慢の触手で、マッサージしてあげてもよろしくて

よぉ」 

 

リーネ「あらっ、ご遠慮なさらず～。ほらほら、そこに寝そべってくださいまし～。ほうら、

よっと♪」 

 

リーネ「は～い、そこに横になって……では今からわたくし、寝そべったあなたのこと、触

手でマッサージさせていただきますわぁ～」 

リーネ「執事をいたわるのもお嬢様の務めでしてよ～。それでは……あなたの足から、やっ

ていきますわね～」 

 

リーネ「あンっ♪ あらあら、かなり凝ってますわね～……慣れない環境で、緊張している

のかしら？ よぉくほぐしてさしあげましてよ～」 

リーネ「ほうら、んしょ……よいしょ……力加減はいかがかしら～？ ご希望があったら言

ってくださいましね～」 

 

リーネ「ふんふんふん～……粘液ぐっちょぐっちょの触手で～……人間様のお体を～……

ぎゅっ、ぎゅっ、ぎゅううう～……♪」 

リーネ「ぐにぐに～♪ ぐっちょぐっちょ～♪ はい、次はお腰をやっていきますわよぉ～」 

リーネ「交尾の時、お腰を使ってヘコヘコ動いてましたものね～♪ よぉ～くほぐしてあげ

ますわぁ～……ぐっちょぐっちょ……と♪」 

 

リーネ「おほほほ、わたくし、腰とかないですからぁ……お腹から下は全部触手ですから、

よくわかりませんけど、陸の生き物は腰とか、すぐ壊れそうですわね～♪」 

リーネ「なるべく⾧持ちするように……うふふ、しっかりほぐしてさしあげませんと……ん

～しょっ、よいしょっ……」 

 

リーネ「はい……次はお背中ですわぁ～、ここも凝りますものね、大変ですわね～♪ わた

くしは水中に適応しているから、凝りとは無縁ですけども……♪」 



リーネ「はい、いっちに、さんし……いっちに、さんし……触手でいっぱい、もみほぐして

ぇ……」 

リーネ「あらあら。交尾とは違う声をあげてらっしゃいますわね～。気持ちいいんですの？ 

うふふふ♪」 

リーネ「そんなに喜んでくれて嬉しいですわぁ。じゃあ、特別サービスも追加してあげます

わよぉ～」 

 

リーネ「はい、ぎゅう～～～～♪ 吸盤でお背中に吸い付いておりますわよ～」 

リーネ「適度な吸引で……んんっ……お肌に張りを与えますわよ～♪ わたくしも自分の

お顔によくやっておりますわ～♪ ふうっ……ふうっ……」 

 

リーネ「んんっ、んしょっ……えいっ……えいっ……んむっ～」 

リーネ「うんっ……ほっ！ よいしょっ……えいっ……んんっ……んんんっ」 

リーネ「美容効果抜群でしてよぉ～。ほうら、背中以外にも、顔や、腕に……きゅぽっ、き

ゅぽっ……きゅっぽん、と♪」 

リーネ「はあい、吸盤と、触手を使ってぇ……特別なお嬢様マッサージですわぁ。んんっ……

よいしょ……えいっ……んんっ……」 

リーネ「力をいれすぎないで……でも、ほどほどに強く……えいっ……んんむ～っ……えい

っ……んっ、んっ、んんん～～～～～っ」 

 

リーネ「……きゅ～～～……ぽんっ♪ ふうう、これで大体終わりましたかしら。あ、もう

立ってもよろしくてよ？」 

リーネ「おほほほ、さっきよりスッキリした顔をなさってますわね♪ 頑張った甲斐があり

ましたわ♪」 

リーネ「さ、今日はもうお休みになって……明日からも交尾を頑張ってくださいましたら

……わたくしがまたマッサージしてあげてもよろしくてよ。おほほほほ♪」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．   趣向を変えて ～スミ吐きで分身形成～ 

 

リーネ「ふんふんふん～♪ るんるんる～ん♪」 

 

リーネ「おはようございますわ～♪ わたくしの執事様、この屋敷の生活にも慣れたかし

ら？」 

リーネ「まあ、あなたは呼吸の問題で、この屋敷からは出られないんですけども。無残に溺

死してしまいますものね」 

リーネ「必要なものは用意しますわ～♪ なんでも言ってくださいまし～♪」 

 

リーネ「さて、今日のおセックスなんですけども……」 

リーネ「ちょっと趣向を変えまして……面白いことをやってみたいと思っていますわ♪」 

リーネ「わたくし、飽きっぽいんですの。いつも同じじゃイヤなんですわ。というわけで……

わたくしの分身を作って、２人でおセックスしましょう♪」 

 

リーネ「ああ、分身といっても、別にどこぞのスライムみたいに分裂するわけじゃあござい

ませんのよ？」 

リーネ「わたくし、墨を吐いて、わたくしそっくりの分身態を形成することができますの

……やべーやつに襲われた時の緊急対処ですわぁ」 

リーネ「コミュニケーションはとれませんし、数時間で消えてしまいますけれども……一緒

におセックスするなら、いろいろとできるかなあと思いまして♪」 

リーネ「じゃ、ちょっと墨を吐き出しますわね♪ んんん～……くちゅ…んちゅ……むぐむ

ぐ……んんむむ……」 

 

リーネ「んんっ……じゅぱっ……んあああえぇ～……えろぉ……んぇぇ……れるぅぅ……

じゅぷ……ん……べええぇぇ～～～……」 

リーネ「んっ……じゅぶ……れろぉ………んへぇぇ～～～～……♪」 

 

リーネ「あらあら、はしたなくてごめんなさいね。いま、墨を吐き出しておりますので……

ほら、出した墨が固まってますでしょ？」 

リーネ「これがだんだん、わたくしの分身になりますのよ。ちょっとお見苦しいかもしれま

せんが、ごめんあそばせ」 

リーネ「では……んん～……んむっ……んんんちゅ……くちゅくちゅっ……じゅるっ……

んはぁぁ～……んべえぇぇ～～……んあぁあぁ～……」 

 

リーネ「ああぇぇぁぁ～～～～……ぁぇえええ～……じゅぶぅっ……んんんぇぇろぉ～～



～～～……♪」 

リーネ「んべぇぇろぉ……んちゅっ……むちゅぅ……んんむ……えぇぇろぉ～……あああ

あぇぇ～……じゅぶっ、えろおおおろぉ～～～～～…………」 

 

リーネ「ふうう♪ ざっとこんなもんですわぁ♪ うふふ、墨を全部吐き出したから、もう

からっぽでしてよぉ」 

リーネ「さて、改めまして、こちらの真っ黒なわたくしが、分身の墨ちゃんですわ。さあ墨

ちゃん、執事にご挨拶なさって～♪」 

 

リーネ「あらまぁ～、上手にお辞儀できて偉いですわぁ～♪ さすがはわたくしの分身、う

ふふふ♪」 

リーネ「じゃ……これから執事に、こちらの墨ちゃんと二人で色々してあげましょうね……

うふふふ、お覚悟なさいませ……？」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７．   二回戦 ～分身と前から後ろから～ 

 

リーネ「んふふ、墨吐きで分身もできましたし……うふふ♪ じゃあ、早速おセックスいた

しましょうか～♪」 

リーネ「あ、墨ちゃんは後ろのほうからね？ はい、執事さんに回りこんで～」 

 

リーネ「は～い、今、墨ちゃんが後ろから抱きついてますわぁ～♪」 

リーネ「わたくしの分身だから……ふふっ、墨ちゃんも執事さんがだぁいすき♪ なんです

わねぇ～♪」 

リーネ「背中が墨で真っ黒ですけど、別に構いませんわよねえ？ わたくしがお口から吐き

出した、とっても高貴な墨ですものねえ♪」 

リーネ「じゃあ、早速、おちんぽをぉ……」 

 

リーネ「そ～れっ♪ 墨ちゃんの触手が、おちんぽに巻きついておりますわよぉ～」 

リーネ「では触手でしごきながらぁ……わたくしがこのおちんぽくわえて、しゃぶってさし

あげますわね～♪」 

リーネ「うふふ♪ ご主人様にご奉仕させるなんて、いけない執事ですわぁ……こうやって

……あなたの前にひざまずいて……フェラチオさせるなんて……」 

 

リーネ「クラーケンの吸いつき、堪能してくださいませ～♪ では早速……あ～むっ、むじ

ゅう、じゅるぅっ♪ れろぉろぉおぉ～♪」 

リーネ「んおっ……おひんぽおいしいぃ♪ じゅぶっ……はぶっ、んむっ……じゅぶぅっ、

んんっ……」 

リーネ「じゅぶっ……じゅるるぅ、はぶっ……んむぅっ……んんっ……」 

 

リーネ「ぷはぁ……っ♪ うふふ、ど～お？ 墨ちゃんの触手で、おちんぽの根本ぎゅ～っ

てされながら、先っぽをご主人様にしゃぶられるのはぁ～♪」 

リーネ「おほほ♪ 好き好き～って顔してますわねえ♪ じゃあもっとしゃぶってあげま

すわぁ～♪」 

リーネ「はぁむぅ……んんっ♪ じゅぶっ、れろぉぉっ、ずるっ、じゅろろろろろぉ

―――……」 

リーネ「んんっ、んおっ！ んぶっ、んっ！ じゅぶ……！」 

リーネ「んんんっ♪ はぶっ！ んんぶっ、んちゅぅっ………ぷはあぁ♪」 

 

リーネ「ふぅ～……あごが疲れましたわぁ……」 

リーネ「ん～、でも……くすくす、おかげで、おちんぽばっきばきになっちゃいましたわね



え～♪」 

リーネ「優秀な執事で嬉しいですわぁ～♪ それじゃ、また今日も、おセックスしましょう

……ね？」 

リーネ「さ、今日はあなたが上になって……おちんぽ入れてくださる……？」 

 

リーネ「はあぁぁんっ……おちんぽきたぁぁっ……」 

リーネ「はあぁっ……んんっ……あんっ……やああっ……おまんこにおちんぽ差し込まれ

てぇ……体がびくびくしちゃぅんっ……触手はねちゃう……」 

リーネ「んんぁっ……いいですわぁ……♪ んんっ、わたくしの執事さん、しっかりおセッ

クスが上達して……はぁんんっ♪」 

 

リーネ「ふふふ、わたくしの上にまたがって、おちんぽ挿入して……背中からは、墨ちゃん

にのしかかられてますわねえ？ ……あんんっ♪ 二人分の体重かけるピストンすっごぉ

い♪」 

リーネ「んっ、力強いおセックス、もっとしてぇっ♪ はあぁっ、んぁっ、あんんっ♪ い

いっ♪ おちんぽずこずこっ、いいですわぁっ……♪」 

 

リーネ「ああんっ♪ あら……？ 墨ちゃん、どうしたんですのぉ」 

リーネ「あらぁぁ～♪ うふふ♪ 墨ちゃんも我慢できなかったんですのぉ？」 

リーネ「執事さんのお耳に、真っ黒な触手、挿入しちゃいましたわねぇ♪ うふふ♪」 

リーネ「んんっ……挿れたり、挿れられたりでぇ、もうわけがわかんねーですわねえ？ う

ふふ、ほらほら、耳かきによがってないでぇ、こっちも動いてぇ……♪」 

 

リーネ「んンおおっ♪ すっごい腰ふりきたぁぁっ♪ んんぁっ……はんっ……ああんっ

……いいっ……ひぐぅっ……んぃっ……あんんっ♪」 

リーネ「耳の中いじられて興奮しちゃったんですのぉ？ なんでスケベなっ、あんっ、執事

なのかしらぁっ……んああんっ……はんっ！」 

リーネ「もぉう……♪ 触手を片耳にいれただけで、こんなにつよピストンするならぁ……

ふぁんっ……両耳に挿入したらぁ……どうなるのかしらねえ……？」 

 

リーネ「あぁぁ～んっ……いいですわぁ……墨ちゃんに両方耳かきされてぇ……情けなく

涎たらしちゃう顔……んんっ……あんぅ！ 興奮やべーですわねっ♪」 

リーネ「ほうら、もっともっとくちゅくちゅされてぇ……全身わたくしの触手まみれで、お

セックスするんですのよ～♪ ほら、ほら、ほうらぁっ！」 

 

リーネ「ほおおおんっ⁉ あんっ、激しいピストンきたぁっ！ おおっ、んおっ……はあん



っ！ んんおぉっ……」 

リーネ「やっばぁっ、専属執事のぉ……はげしめピストンやべーですわぁっ！ ほひいっ！ 

ゃんっ、いいっ！ 奥にごつごつ当たるぅぅっ！」 

リーネ「くひいいっ！ これやべっ！ すんげーですわっ！ 卵巣刺激されちゃうぅんん

っ！ おっほぉぉ、いっぱい卵産みたくなりますわっ！ おっ！ んおっ！ んおおおほ

おっ！」 

 

リーネ「ああはんっ……いいっ……んひぃっ！ はあぁっ！ おんっ！ んほぉっ！ あ

っ、やべっ……はあっ！ あんっ！」 

リーネ「ひぃんっ！ ああんっ……ほおぉんっ！ いいですわあ、交尾最高ッ！ ああん

っ！ 神経びくびくしちゃうぅんっ！」 

リーネ「もっと！ もっとしてぇっ！ あんんっ！ 触手まみれでがしがし交尾してくだ

しましっ！」 

リーネ「んんんあはあんっ！ ほおおっ、おまんこ溶けるっ、バカになるぅっ！ お嬢様お

まんこ、人間ちんぽにかきまわされるぅぅっ！」 

 

リーネ「あああんっ！ これ、もう、限界ですわぁっ！ わたくしイクっ！ ほおおんっ！ 

おほおおっ！ おちんぽに、はしたなく突き回されてイきますわぁっ！」 

リーネ「くひいっ！ あなたもぉっ、あなたもイってくださいませぇ！ わたくしの卵巣に、

たっぷり子づくり精子かけてぇぇっ！」 

リーネ「おっほおぉぉ！ すっげーのクる！ お嬢様アクメきますっ！ あっ、ダメっ、も

うダメっ、イクッ！ あーダメダメっ！ イクイクイクイグううううっっ！」 

 

リーネ「くひいいいいんっ！ やけどしそうな精液きたあああんっ！」 

リーネ「おっ、おおんっ……！ わたくしの高貴なおまんこにぃぃ……人間精液、あんっ

……くひっ、びしゃびしゃキたぁぁ……っ」 

リーネ「おっ♪ おんっ♪ あーやっべぇですわ……イくの止まらな……あんんんっ！ 

小刻みにぃぃ……びくびくイッてるぅぅ……おおおんっ！」 

 

リーネ「おっほっぉぉぉ⁉ んおぉぉっ！ 待って！ イッてる！ わたくしもうイッて

ますからぁぁっ！」 

リーネ「んんひぃぃっ！ 墨ちゃんに耳いじられて、また興奮しちゃってるぅっ！ 待って、

もう終わりですわよ⁉ これ以上は……おおぉぉんっ⁉」 

リーネ「んんああっ！ 無理ぃ！ 浅イキしてたとこ、がんがん突かれたらまたイグぅっ！ 

またイグのぉっっ！」 

リーネ「あー、これやばっ……マジでやばすぎ……んおぉぉっ！ 感じたことのないアクメ



きますわぁぁっ！」 

リーネ「わたくしお嬢様なのにぃぃ……人間ちんぽでっ！ はしたなく全力アクメするの

ぉぉっ！ イグッ！ あーイクイクイクイグイグゥゥ―———ッ！」 

 

リーネ「んんぉぉおぉぉぉ――ッ！ 連続精子、卵巣にいっぱいきたあぁぁぁっ！」 

 

リーネ「はあっ……んあぁっ……はーっ……はーっ……」 

リーネ「まったく……よくも……やってくれやがりましたわね……？ わたくし、もう全然、

触手動かせなくてよ……」 

リーネ「おセックスの得意な……執事に育てようとは思いましたけれど……あんんっ、こん

なに滅茶苦茶にするなんて……」 

リーネ「次からは少し手加減を覚えさせませんと……」 

 

リーネ「あらあら、今度は墨ちゃんがおセックスしたいのかしらぁ」 

リーネ「いいですわよぉ～……わたくしもう無理ですから、代わりに墨ちゃんが、その子か

ら精液しぼりとってさしあげてぇ～」 

 

リーネ「あらあら、一瞬で墨ちゃんにとらわれちゃいましたわねえ。もう見えませんわぁ～」 

 

リーネ「ていうか、わたくしの分身に、随分気に入られてますわね……わたくしもあんな風

に甘えてみようかしら？ くすくす♪」 

リーネ「墨ちゃんが溶けてしまったら、次はわたくしの番ですからね……」 

リーネ「せっかく手に入れた地上の人間ですからぁ……ふふふ、これからもたっぷり愛して

あげないといけませんわねぇ……じゅる、れろぉ……」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８．   【ルート分岐】質問 ～退屈なの～ 

 

リーネ「ああ～……そこそこ。そう……いいですわぁ～……」 

リーネ「うふふ、あなたがこのお屋敷にきて……もう数日……執事のお仕事にも慣れ始めた

かしら？」 

リーネ「あんっ、そうそう……♪ 特製のオイル、たっぷり触手に塗ってくださいまし……

んっ、はんっ……そう、吸盤にも一つ一つ、丁寧にね……」 

リーネ「やっぱりあなたを執事にしてきて正解でしたわあ。海の底のこのお屋敷、昔からの

秘宝はたくさんあっても、ほかに面白いことなんにもねーんですもの」 

 

リーネ「それとも……あなた、もしかして陸に帰りたかったりするのかしら？」 

リーネ「未練がある？ ……ふうん、そうなの。わたくしにご奉仕できて、おセックスもし

放題の、素晴らしい生活なのに……？」 

リーネ「ここを出たら、わたくしともう二度と会えないんですのよ？ 寂しくありませんの

……？ わたくしは、ちょっぴり寂しいですわ」 

リーネ「ふうん、そう……そうなんですのね」 

 

リーネ「では、こんなのはいかがかしら？」 

リーネ「あなたがもし、ここにいたいと願うなら構いませんわ。存分にいてくださいまし。

わたくしの退屈な生活も、あなたといれば潤いますので」 

リーネ「もし帰りたいなら、手土産にこの小箱をさしあげますわ。小箱を見てわたくしのこ

と思い出してくだされば、それで構いませんの」 

 

リーネ「この小箱は、わたくしの持つものの中で一番の宝物。これをわたくしだと思って、

大事にしてくださいまし？」 

リーネ「だけど決して中を見たり売ったりしてはいけませんわよ？ ……いいですわね？」 

 

リーネ「さあ、どうなさるのかしら……？」 

リーネ「ずうっとここで、わたくしのご機嫌をとって、一緒に生きていくのか……」 

リーネ「それとも、手土産とともに、陸に帰りますの……？」 

リーネ「あなたの意思を尊重しますわ……でも、帰るなら、約束は決して破らないでくださ

いね……」 

リーネ「あなたが誠実な選択をなさることを、期待しておりましてよ……？ おほほほほ

……♪」 

 

 



９A．   【性奴隷ルート】産卵セックス ～お嬢様の執事～ 

 

リーネ「おはようございますわぁ～♪」 

 

リーネ「今日もいい天気……と言いたいところですが、いつでもどんよりな海の底ですわね

ぇ～。まあわたくし、日光には弱いんですけれども……」 

リーネ「でもわたくしご機嫌ですわ～♪ なんでって……あなたがわたくしの性奴隷……

じゃねえですわ、精子袋……ではなく執事になるって断言してくれましたもの～♪」 

リーネ「もう陸には戻れませんけれど……構いませんわよね？ この屋敷の中なら永久に

呼吸ができますもの……」 

リーネ「じゃあ早速……日課のおセックス♪ いたしましょうか♪」 

 

リーネ「んっしょ……んっしょ……こうやってぇ、あなたの後ろまで来てあげてぇ……んっ

しょっと」 

 

リーネ「うふふ、あなたの耳元でささやきながらぁ……こうやって触手で……おちんぽしこ

しこしてあげますわぁ～♪」 

リーネ「後ろからささやかれながら、ちんぽいじられて……うふふっ、気持ちいいのではな

くて～？」 

 

リーネ「あはぁ♪ すぐわたくし好みのカリ高ちんぽ、勃起しちゃいましたわねぇ～。うふ

ふ♪ そうでないとぉ♪」 

リーネ「じゃあ今日はわたくしと触手セックス、いたします？」 

 

リーネ「ほうら、わたくしの触手と、あなたのおちんぽがちゅっちゅっ、ってしてますわぁ

～♪ うふふ、仲良し……仲良し…♪」 

リーネ「こうやって触手を巻き付けたままぁぁ、こすってあげますわよ～。それ、いっちに、

さんし、いっちに、さんし……♪」 

 

リーネ「くすくす……せっかく触手が余っていることですし、あなたのカワイイ乳首も、こ

うしていじってさしあげようかしら」 

リーネ「ほうら、触手の先端で……君のカワイイ乳首を……くにゅっ……くにゅっ……って、

優しくいじってあげますわよ～♪」 

リーネ「こういう器用な作業は得意ですもの♪ ピンク色の乳首があ、触手にいじられて嬉

しい、嬉しい～♪ って固くなってきましたわね～♪」 

リーネ「じゃあ、こんなこともしちゃいますわよ～」 



 

リーネ「くすくす……は～い、今ね、触手の吸盤で、あなたの乳首を吸ってまあす♪」 

リーネ「乳首を吸盤バキュームされる気持ちはどうかしらぁ～♪ 男の子なのに、乳首ちゅ

うちゅう吸われて感じちゃってますの～？」 

リーネ「いいですわね～♪ 乳首いじられて、ちんぽもわたくし好み、かったぁいおちんぽ

になってますわよ～♪」 

 

リーネ「乳首をいじりながら……おちんぽを粘液と触手で……しごいて……しごいて～

……わたくしの触手が、早く精子欲しいよ～って言ってますわよ～」 

リーネ「はぁぁんっ……触手から、おちんぽのくっさい味を感じちゃいますわあ～♪」 

リーネ「触手でい～っぱいしこしこしてあげますから、遠慮なく精子だしていいんですのよ

～？」 

リーネ「ほ～らぁ、し～こっ、し～こっ♪ だ～せぇっ、だ～せっ♪ 朝一番の特濃精子、

わたくしの触手に下さいまし～♪」 

 

リーネ「はあんっ、おちんぽ震えてきたぁっ♪ わたくしの交接腕に、せーしっ♪ せーし

っ♪ ほらぁ、はやくぅっ♪」 

リーネ「わたくしの声にあわせてぇ……ぴゅっぴゅっ♪ ぴゅっぴゅっ♪ ってしやがれ

ですわ～♪」 

 

リーネ「はあんっ♪ 来ましたわあぁ♪ 朝一番のおちんぽ汁♪ んんっ、吸盤の一個一個

にまでびしゃびしゃかかるう～♪」 

リーネ「ああんっ、苦いっ♪ 交接腕で、くさくてにっが～い精子の味感じちゃう～♪ ん

っ、んおっ……ごくっ……♪」 

リーネ「ぷはあああ～♪ 朝はやっぱりコレですわねぇ～♪ たまんねーですわっ！ う

ふふふふ……♪」 

 

リーネ「ふうぅ……朝一のおちんぽ生しぼりもいただきましたし、今度はこっちでやりまし

ょうかぁ～」 

リーネ「はぁ～い、触手の付け根にあるおまんこを……くぱぁ～っと♪」 

リーネ「射精したばかりでもまだまだビンビンなおちんぽ、おまんこで飲み込んじゃいます

わよ～♪」 

 

リーネ「あんっ、いきなりそんなに強くぅ……♪ わたくしが激しい交尾大好きなの、バレ

ちゃってるぅ♪」 

リーネ「はあんんっ……あんっ……ゃんっ……おおぉっ♪」 



リーネ「あんぅっ……はあぁんっ……一気に奥までぇ、ずこっ♪ ずこっ♪ ってぇ、くひ

ぃぃっ！」 

 

リーネ「はあぁっ、やだぁっ、触手勝手に吸い付いちゃうぅ。執事に吸盤のキスマークつけ

ちゃいますわぁっ」 

リーネ「んんっ！ あんぅっ！ はぁぁんっ！ んひぃっ……あぁっ……！ はあんっ♪」 

 

リーネ「おっほおおぉぉんっ！ 激しいのきたぁんっ♪ 生殖器の奥までぇ、おおっ、おち

んぽで小突かれてるぅぅっ」 

リーネ「くひぃっ！ んああっ！ おぅっ！ んんあんっ！ はあんっ！ んほおぅっ！」 

リーネ「つよつよちんぽ最っ高♪ いいですわぁ、子宮ごんごん刺激されてぇっ、高貴な卵、

産卵しちゃいますわぁっ」 

 

リーネ「ああっ、触手が勝手にぃっ、執事のことちゅうちゅうしちゃうっ！ 吸盤がぁ、ち

ゅっちゅっ……ちゅっちゅっ……って♪」 

リーネ「わたくしもちゅうしますわぁっ、ほらあ、舌をお出しになってっ！ キスしながら

腰を振るんですのよぉっ！ むちゅっ、んむっ！ あんっ！ ちゅるぅ…！」 

リーネ「んおおふぅ！ んんむむっ！ んむっ！ れるぅっ、べろっ、ちゅる、れろれろっ

……ちゅうううううう～♪」 

リーネ「ぷっはぁっ……♪ ああん、お嬢様の吸い付きキスハメっ、んんっ！ 良かったで

しょう～♪ あなたのこと、とことんまで吸い付くしてしまいますわよ♪」 

 

リーネ「はああんっ♪ いちゃいちゃキスセックスでぇ、おちんぽますます硬くなりました

わぁっ♪」 

リーネ「ほおっ！ んおっ！ おんんっ！ はあぁぁんんっ！ いいです、いいですわよぉ、

その調子ぃっ♪」 

リーネ「きますのねぇ？ 射精、するんでしょう？ わかりますわよぉ、ちんぽの先端が膨

らんでぇ……あんっ、すっごいぃ、かたぁいちんぽでごりごりされてるぅっ」 

リーネ「出してっ！ 出して！ お嬢様を夢中にさせたぁ、とびきり濃い精子ぃっ、はやく

出してぇ！ んんんっ！ あんっ！ んあぁんっ！」 

リーネ「ほらほら、まんこも吸い付いてあげるからぁっ！ んおっ！ くるっ！ ちんぽが

びくびくしてぇ……射精くるのわかるぅっ！ 出して！ お出しなさいっ！」 

 

リーネ「んほぉぉぉぉぉおっ♪ きたぁ♪ 執事ザーメンきたぁっ♪」 

リーネ「あっ、すごっ、やべっ♪ やべっ♪ おんっ、射精の勢いでぇ、わたくしもイクッ、

イグゥッ♪」 



リーネ「んおおおっ射精交尾でイグっ！ イクイクッ！ んはああっイグゥゥぅッ！」 

 

リーネ「おっほおおぉ⁉ イッてる！ 今イッってますわょぉっ⁉」 

リーネ「無理無理、ダメっ、腰を止めなさいっ！ 交尾おしまいっ……くひいっ！ んおお

っ！ おへえぇぇっ……」 

リーネ「んああぁんんっ……んんっ……」 

リーネ「ああはんっ！ んなぁぁっ！ ダメ、イグっ！ イキっぱなしぃっ！ 陸上生物の

底なし性欲でぇっ！ またイグっ！」 

リーネ「あっあっダメですわっ！ おっきいの来るっ！ すぐ来るぅぅっ！」 

リーネ「んのおぉぉっ⁉ ダメぇ、イグっ！ 頭バチバチしてぇっ！ 最大イキするぅぅ！ 

んんんっ！ んあぁぁっ！ おおっ！ んおおおおイグイグイグイグぅぅ――――ッ！」 

 

リーネ「あはああぁんっ……ッ！ やべーですわっ！ 精液どくどく出てるぅっ！ あん

っ！」 

リーネ「はああっ、はあっ……んあっ……連続射精……すっご……あんっ……♪」 

 

リーネ「はあっ……はぁっ……ああんっ……」 

リーネ「もー、こんなに出しまくってぇ……ダメですわよぉ……これじゃあ、受精卵たくさ

んできちまいますわぁぁ……んんぁっ、はぁんっ」 

 

リーネ「あっ、ダメっ……んんぁっ、あんっ、んっ、おほぉっ……っ」 

リーネ「あっ、やんっ……んおっ、あっ、興奮してぇ……んんっ、卵出る、卵出ちゃいます

わぁっ……んぁっ……」 

 

リーネ「んはぁあっっ、ダメ、卵止まらないぃ……ドロドロの卵、たくさん出ちゃうぅっ、

あんっ、んんっ……」 

リーネ「まだお嬢様でいたいのに……お母さんになっちゃうう……あんっ……おほぉっ、ん

んぁぁっ♪」 

 

リーネ「まったく……たっぷり産卵してしまいましたわ。この子たちが孵ったら……そのお

世話も、執事の大事なお仕事ですからね……♪」 

リーネ「もちろんわたくしのお世話も……うふふ♪」 

リーネ「我が家に永久就職させてあげますので……寿命のある限り、ご奉仕してくださいま

せ？ ね？ うふふふふ……♪」 

 

 



９B．   【玩具ルート】慈悲無し触手で人形化 ～開けてはダメ～ 

 

リーネ「そう……どうしても帰ってしまうんですのね……」 

リーネ「では、約束通り、小箱をお持ちください。しばらくすれば、あなたはもう樹海の浜

辺に戻っているはずですわ……」 

リーネ「繰り返しますが、この小箱は絶対に開けてはなりませんわよ」 

リーネ「仮にわたくしを想って開けたのだとしても……あなたにとって幸福なことにはな

りませんから……」 

リーネ「それではさようなら……どうかお元気で……」 

 

リーネ「あら……あらまぁ……うふふふふ♪」 

リーネ「あなた……浜に戻ったばかりではありませんの？ あんなに開けてはならないと

言ったのに……もう、すぐ約束を破るんですから……」 

リーネ「もう逃げられませんわよ……？ ざぁんねん♪ かわいそう♪」 

 

リーネ「その小箱は、クラーケンの魔法の小箱……深海にいるわたくしと、つながっており

ますわ」 

リーネ「不用意に開けてしまったあなたは……わたくしの触手で小箱の中に掴まれて……

小箱の中で、小さな人形になっていただきます」 

リーネ「わたくしを捨てて陸に戻った罰ですわ♪ まあそれでも……約束を守って、小箱を

開けなければ、見逃してあげましたのに……」 

リーネ「もう、慈悲はありませんわぁ♪ 小箱に食べられて、人形として、棚に飾ってさし

あげますね♪」 

 

リーネ「その触手はわたくしの触手と同じものですわぁ。言ったでしょう？ わたくしだと

思って大事にして……と」 

リーネ「このまま小箱に閉じ込めるんですけども……あなたはそのままだと箱に収まらな

いのでぇ……まずは骨を折って……小さくして差しあげますわね♪」 

 

リーネ「うふふ、今度は手加減しませんわぁ……一本一本、丁寧に折ってあげますわよぉ、

ほおら、ぼきん……♪ ぼきん……♪」 

リーネ「あらあら、痛いんですの？ かわいそう♪ 大丈夫、魔法でかわいい人形になりま

したら、骨もなくなりますからね～♪」 

リーネ「あら、そしたらわたくしとお揃い♪ 骨のない軟体生物ですわ～♪ おほほほ♪」 

 

リーネ「はい、ぼき、ぼき、ぼきん♪ あらあら、もう腕も足も粉々ですわねえ♪ よ～し



よし、痛いの痛いの～とんでいけ～♪」 

リーネ「人形になりましたら、痛みも感じませんから、大丈夫ですわよ～。さあ、もうご自

分では歩けないでしょうから……触手で引きずってあげますわぁ～」 

リーネ「は～い、よいしょっ、よいしょっ……このまま、小箱の中にひきずりこんであげま

すわよ～」 

 

リーネ「は～い、触手で無理やり小箱の中に詰め込みますわよ～」 

リーネ「あらあら……箱にひっかかって……全身の骨が砕けてますから、面白いマリオネッ

トみたいな形になってますわねえ～♪」 

リーネ「でもめんどくせーですので、このまま力技で押し込みますわよ～♪ そ～れ、えい

っ、えいっ、やっ……と♪」 

 

リーネ「はあぁい、これであなたはぁ、骨の砕かれたぐっちゃぐっちゃの軟体生物になって、

箱の中に閉じ込められちゃいましたわぁ～♪」 

リーネ「まあ、わたくしも骨はありませんから……これでお仲間になれましたわね♪」 

リーネ「人間ならとっくに死んでますけどもぉ……魔法の小箱の力で、まだ意識があります

わよね～♪」 

リーネ「これからぁ……その小箱の中で、あなたをお人形にしちゃいますわよぉ……」 

 

リーネ「うふふ、海の中に入ったみたいですわね……」 

リーネ「小箱はこれから、勝手にわたくしの屋敷に戻ってきますわ……わたくしのところに

帰ってくるころには……あなたはちっちゃなお人形に変わっていますの」 

リーネ「わたくしとの約束を守れなかった罰として……永遠にわたくしと一緒に過ごしま

しょうね……」 

 

リーネ「ご安心なさって……人形になっても意識はありますから、ずっとわたくしの声を聴

いていられますわ……」 

リーネ「退屈な海の底でも、聞いてくれる方がいればいいので……わたくしのおしゃべりに、

永遠に付き合ってくださいましね……」 

リーネ「ふふ……あはは……おほほほほ……♪」 

 

（END） 


